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旧ＲＤ最終処分場 有害物調査について 

 

 

 

 



 
有害物調査の進め方（案） 

 

（１）有害物調査の基本的な考え方 

 

有害物調査の基本的な考え方は以下に示すとおりとする。 

 

 

① RD 事案に対し、区域内の有害物をできる限り除去することを盛り込んだ

対策方針を最終決定するための調査とする。 

② 既存調査に加え、新たなボーリング調査等による詳細な有害物調査を行う

とともに元従業員等の証言に基づくドラム缶調査を行う。 

③ 有害物調査の内容については、「旧RD 最終処分場有害物調査検討委員会」

の助言を踏まえて、周辺自治会との話し合いを進めながら決定する。 

 

 

（２）有害物調査の進め方 

 

図1.1 に示すフローをもとに有害物調査を進める。 

 

 

① 有害物の範囲を検討するため、基本となる「調査区画」を設定する。 

② 既存調査結果、元従業員の証言を整理し、「調査区画」に落とし込み、今

回の調査で実施すべき区画、項目を明らかにする。 

③ 有害物調査全体の調査フローを設定する。 

④ 初期調査として、「表層ガス調査」と「既存コアの確認」を実施する。 

⑤ 初期調査の評価を行い、1 次調査内容について協議・決定する。 

⑥ １次調査は、30ｍ調査区画に基づくボーリング調査等に加え、必要と考え

られるドラム缶調査とする。 

⑦ 1 次調査結果の評価を行い、2 次調査内容について協議・決定する。 

⑧ 2 次調査は、有害物の範囲を確定するための10ｍ調査区画に基づくボーリ

ング調査等とする。 

⑨ 2 次調査後、有害物調査全体の評価を行い、有害物の範囲を確定する。 

⑩ 有害物の範囲の確定とともに対策工基本方針を検討し、決定する。 

 

 





 

旧ＲＤ最終処分場有害物調査検討委員会設置要綱 

 

 （趣 旨） 

第１条  ㈱アール・ディエンジニアリング最終処分場跡地（以下「旧処分場」

という。）において滋賀県が行う有害物調査および対策工基本方針の検討にあ

たり、理工学的事項について専門的な意見を反映させるため、「旧ＲＤ最終処

分場有害物調査検討委員会」（以下「委員会」という。）を設置する。 

 

 （所掌事務） 

第２条  委員会は、前条に規定する趣旨を達成するため、次に掲げる事項に関

し専門的見地から助言を行うものとする。 

 （１）旧処分場における廃棄物および地下水等の調査の実施ならびに調査結

果（既往調査の結果を含む。）の評価 

 （２）生活環境保全上の支障またはそのおそれの除去に係る効果的、合理的

な対策工基本方針の検討 

 （３）その他前条に規定する趣旨の達成のために必要な事項 

 

 （組 織） 

第３条  委員会は、知事が委嘱する学識経験者５名以内の委員をもって組織す

る。 

２ 委員会に委員長および副委員長を置く。 

３ 委員長は、委員の互選により定める。 

４ 副委員長は、委員長が指名する。 

５ 委員長は、委員会の事務を総括し、委員会を代表する。 

６ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、または委員長が欠

けたときは、その職務を代理する。 

７ 第１項の規定に関わらず、知事は、必要に応じて、委員会にオブザーバー

を置くことができる。 

 

 （任 期） 

第４条  委員の任期は、委嘱の日から平成２３年３月３１日までとする。ただ

し、必要に応じて延長することができる。 

 

 （会 議） 

第５条  委員会の会議は、委員長が召集し、その議長となる。 



２ 委員は、会議に出席できない場合には、文書等により意見を述べることが

できる。 

３ 委員長は、必要に応じて委員会の会議に委員以外の者の出席を求め、意見

を聞くことができる。 

４ 委員会は、公開とする。 

 

 （事務局） 

第６条 委員会の事務局は、滋賀県琵琶湖環境部最終処分場特別対策室に置く。 

 

 （その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関して必要な事項は、

委員長が別に定める。 

 

  付 則 

１ この要綱は、平成２２年１０月５日から施行する。 

 

 

 

旧ＲＤ最終処分場有害物調査検討委員会 委員名簿 
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